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「町民の声」

をつのる

町政への批判、芯見、

希喫など、卒直な町民

の声をお寄廿トさい。

壬圭所氏名在朋“己し、毎

月25日まで「広報係」

へ送つて下さい。

今月の納税

民県町

期
゜

2第

明
る
い
納
枕

み
ん
な
そ
ろ

つ
て

手
を

つ
な
ご
う

農
山
漁
村

振
興

報町占根大号いn（1）

近

く
基
礎
調
査
を
實
施

方

新
農
川
漁
N
の
卯
設
“
こ
れ
は
ど
ん
な
も
の
か
、
先
月
の
町
報
で
紹
介
し
ま
し
た
が
新
農
村
建
設
振
興
協
議

会
も
い
よ
ノ
、
発
足
、
こ
’
に
今
後
数
年
8
6
の
希
望
に
満
ち
．
た
大
小
業
に
力
強
く
第
一
歩
を
ふ
み
出
し
ま
し
た

　
振
興
協
康
会
で
は
、
剖
向
の
抱
礎
調
介
を
近
く
実
施
つ
る
と
と
も
に
、
ま
だ
こ
の
こ
と
が
一
股
に
よ
く
川
解
さ

　
　
れ
て
い
な
い
の
で

近
く
部
浩
毎
に
座
談
会
を
ひ
ら
き
、
農
家
の
み
な
t
ん
と
よ
く
話
し
へ
口
い
、
こ
の
幽
某
が
農

　
　
　
家
自

身
の
盛
り
上
る
熱
意
で
推
値
さ
れ
る
よ
う
、
積
極
的
に
極
鋤
ケ
ほ
じ
め
る
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
ヒ
月
申
に
そ
の
唯
備
と
し
て
い
ろ
い
ろ
の
こ
と
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
経
過
の
あ
ら
ま
し
を
3
6
知
ら
せ
し

　
　
　
　
　
ま
し
よ
う
。

※
予
備
計
画
地
域
の
指
定
を
受
く

本
町
は
去
る
K

月
四
日
の
県
農

山
漁
村
振
随
対

策
審
議
会
で
、

k
内
二
十
四
地
「

城
の
一
つ
と
し

て
昭
和
三
十
二

年
度
予
備
計
画

地
城
の
指
定
を

受
け
ま
し
た
。

予
備
計
画
地
城

と
は
、
明
三
十

三
年
度
計
画
地
域
、
特
別
助
成
地
域
と

し
て
の
帽
定
を
受
け
て
鵡
本
剤
画
と
五

ケ
年
の
年
度
別
笑
施
計
画
に
苓
き
各
相

事
業
を
実
施
博
う
に
備
え
て
’
振
関
協

議
会
と
事
務
局
の
設
出
、
本
計
画
の
啓

蒙
冒
伝
、
基
礎
調
査
の
実
施
苓
本
計
画

年
度
別
実
施
計
画
の
樹
立
等
各
寵
の
瀬

備
在

本
年
度
内
に
完
了
し
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
地
域
を
云
い
コ
す
、

　
※

振

興

協

議

会

の

発

足

地
域
指
定
を
受
け
た
後
、
こ
の
計
画
の
「
鹿
屋
騰
林
事
務
所
か
ら
経
済
線
長
池
之

椎
進
母
体
と
な
る
振
興
協
議
会
を
結
成
［
上
士
郎
氏
も
列
晴
。
設
立
総
会
に
付
議

す
る
た
め
の
、
各
碩
資
料
の
整
備
を
行
「
す
る
議
案

い
町
内
関
係
団
体
長
と

振
興
団
体
代
表

○
騰
山
漁
村
振
興
協
議
会
規
約

が誉
・
七
月
四
日
豊
発
起
人
皇
・
藁
計
画

開
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
牧
女
予
算

を
審
議
し
、
そ
の
他
協
謹
会
委
員
の
選

任
、
総
会
の
準
備
事
項
な
ど
を
決
定
し

ま
し
た
。

当
日
の
出
席
者
（
敬
称
略
）

本
釜
　
漕
、
宮
園
直
哉
、
宮
ド
清
吉
、

人
山
庄
蔵
、
諏
訪
㎏
森
朋
、
町
ほ
外
役

場
関
係
職
員

次
い
で
七
月
十
九
H
設
“
発
起
人
会
の

決
定
に
ぴ
い
て
全
協
議
会
委
員
が
集
り

協
議
会
規
約
、
事
孝
罰
画
、
敗
支
予
算

を
審
譜
承
認
し
役
員
と
し
て
《
長
に
遊

喜
町
長
、
副
会
長
に
諏
訪
原
副
議
長
を

互
選
、
学
識
経
験
者
か
ら
の
炎
員
と
し

ぽ蕊
膿
訓
鰹
輪
瓢
輌
筥
謬
醜
騨
顯
闘
嶋
鴇

　
※
県
顧
問
団
と
の
現
地
瞼
討
会
の
開
催

願
間
団
は
卯

の
審
譲
会
F
学
識
経
鹸
者
農
メ
委
員
の
参
集
を
願
い
午
前
中
巡
回

五
名
が
換
嘱
△
れ
r
お
り
、
県
内
各
地

寵
振
興
協
議
会
の
育
成
指
描
が
そ
の
任

務
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

本
町
で
も
去
る
七
月
二
十
五
H
か
ら
二

＋
七
日
ま
で
の
；
H
間
、
県
よ
り
服
部

顧
問
（
麗
大
教
授
）
川
原
没
帥
（
盤
務

課
）
安
庭
披
師
（
距
屋
農
林
事
務
所
）

の
三
氏
獅
招
き

入
町
の
発
展
を
阻
害
し

て
い
る

要
因
在

究
問
し

て
い
た
∨
き
ま

し
た
結
果
を
も
と
に
、
さ
ら
に
加
り
下

げ
て
杣
閻
団
と
の
聞
に
質
疑
応
答
が
交

さ
れ
ま
し
た
。

、

3
）
第
三
日
（
七
月
二
十
七
日
）

邸
一
日
、
第
＝
日
の
粘
果
に
基
い
て
主

に
振
興
協
騒
会
委
員
を
対
象
と
し
て
顧

問
団
よ
り
当
旭
域
の
朔
草
振
騨
の
た
め

の
改
醤
点
に
つ
き
次
の
よ
う
な
意
貝
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
l
、
　
．
．
．
－
．
N

銭
誘
詩
講
賜
り
三
之

当
H
は
顧
間
団
と
当
地
域
内
農
林
漁
菜
一
〔

団
体
長
と
の
単
な
る
打
合
せ
の
程
度
に

窪
ま
晶
團
が
△
r
後
1
I
z
間
9

1地指
導
に
備
え
て
地
城
内
の
全
貌
を
概

　

賂
畑
る
範
囲
の
も
の
で
あ
り
各
団
体
長

｝
よ
り
照
営
内
容
の
発
表
が
あ
り
、
こ
れ

に
対
し
願
固
図
が
因
疑
を
行
う
芸
亘

よ

う
な
形
式
で
行
わ
れ
た
。
　
　
　
　
．

　
〈
2
）
第
二
日
（
七
月
二
十
六
日
）

午
前
中
、
顧
問
団
に
町
の
係
員
が
同
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

し
て
町
内
産
業
の
実
熊
を
実
地
に
巡
回

視
察
し
、
午
後
は
、
町
内
一
般
農
家
や
一

s
u
U
t
S
f
t
U
“
I
M
t
S
M
I
I
M
O
I
M
I
I
I
冒
ロ
l
f
M
l
l
l
一
l
l
l
＝
旨
垣
昌
熔
二
ロ
l
l
m
＝
l
l
l
一
l
l
l
一
＝
＝
＝
一
l
m
＝
7
＝
l
l
S
t
l
l
l
一
1
I
O
l
t
ご
t
l
t
l
l
l
＝
＝
t
e
l
l
l
t
＝
＝
＝
ニ
l
u
t
l
t
l
M
t
l
l
＝
l
l
l
l
M
l
l
l
l
l
t
t
n
＝
ロ
ニ
一
＝
一
l
l
u
l
t
n
t
t
I
I
M
I
一
l
一
l
l
＝
一
l
t
l
l
l
l
ニ
］
＝
一
l
一
l
l
U
ニ
l
t
＝
旨
ニ
エ
ニ
昌
m
l
I
I
t
u
l
m
＝
i
I
＝
ニ
ニ
C
t
l
V
I
M
t
l
l
M
l
l
＝
t
l
t
n
＝
U
I
I
I
I
＝
一
＝
已
＝
l
t
l
l
＝
●

　
a
月
二
十
三
H
第
六
回
臨
時
町
議
会

が
招
聯
さ

れ
、
二
十
四
、
五
両
H
は
休

∴
、
二
十
ハ
日
本
会
議
を
再
開
、
　
一
四

議
蚕
を
渚
議
ー
ご
同
日
閉
会
し
た
。

　
捉
川
議
互
タ
笛
議
状
品
は
次
の
と
お

り◎
囹
業
委
員
会
委
員
の
推
せ
ん
に
つ
い

　
て
、
遊
蕊
町
長
と
諏
訪
原
副
議
長
を

　
准
せ
ん
す
る
二
と
に
決
定

裏
三
ゴ
　
f
向
．
、
，
鋤
申
の
薄
入
契
約

を
b
t
b
考
k
、
　
，
t
e
，
　
“
＿
．
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

厨
雰
可
決

頁
パ
3
3
・
・
　
．
a
の
蛤
与
二
関
す
る
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
　
k
　
l
7
　
：
．

・

、

W　
バ
　
　
レ
　
　
ち
　
　
　
’

rノ

員
　
べ
γ
つ
　
r
　
　
・
　
　
・
三

の
こ
一
酔
言
ー
ノ
’
プ
つ
い
　
L
J
は
W
．
　
）
r

の
十
．
凡
時
凶
分
の
吟
列
杉
を
ー
尋
9
．
区

分
の
紅
料　
に
い
め
　
．
．
　
a
t
　
e

舗
案
34

号
　
特
別
職
め
聡
員
山
か
ら
に

関
－
る
p
例
の
、
部
改
刀
県
埣
ぽ
決

．

3
已
ハ
砧
与
改
訂
に
よ
り
、
　
役
と

｝

均
衡
を
保
っ
た
め
、
町
畏
三
〇
、
o
O

o
円
、

現
行
同
　
助
役
二
力
、
　
o
o
O

円

（囎
行
二
四
、
O
O
O
円
．
収
入
段

一三
、
0
8
円
（
現
行
二
、
O
O

］o
H
）
と
し
よ
う
と
す
る
も
の

蚕
弩
教
R
の
聾
・
関
す
・

一条
例
の
一
部
世
1
1
　
　
　
修
止
可
決

一

※

職
員
の
給
巧
改
訂
に
準
じ
、
教
台
長

L　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三

皿の曽
二
’
　
c
o
o
円
竺
六
、

○
OH
F
改
副
し

　
」
ノ
と
」
る
※
を

一
／、

　
　
r
－

に
修

U
L
c
可
沖

頁
”
3
6
号
　
幅
員
菰
費
支
給
条
例
の
一

　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決

零

・

、
　
　
熟
』
、
．
炎
d
い
償
美
例

の
一
苧
二
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
言
、

　
・
パ
挙
男
〃
．
者
の
報
十
牟
ー
ゾ
ー
亭
｝

一
3
ー
，
寿
じ
て
．
訂
’
、
う
，
？
　
－
r
i
r
の

1　
‘
）
は
現
臼
額

o
o
円
）
、

人
　
選
挙
立
c
u
人
1
1
八
〇
M
　
（
1
1
i
1
0

円
）
に
改
訂

議
案
勺
号
　
ば
仁
の
処
分
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

※
掲
場
ハ
タ
ガ
屑
、
紳
川
出
水
塚
の
杉

約
へ
O
U
白
、
・
ギ
の
他
松
、
巳
、
織
入

等
を

売
却
し

よ
う
と
す
る
も
の

一議
案
旬
号

屋
内
仏
押
場
鞭

謂
堂
建
設

投豊
会
人
、
璽
妾
加
ハ
根
占
地
区
鯖
組
A
。
）
原
寄
墜

臼
学
費
の
起
債
に
つ
い
て
　
県
案
可
決

議
宰
姐
号

潟
加
更
正
予
口

（第
二
回

）
　
：
＝
別
項
珍
照
1
1
　
　
　
原
霊
可
決

、
飛
客
1
1
号
　
職
員
行
薮
条
例
の
一
部
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
脳
、
可
決

、

丹
7
」
表
員
る
“
じ
ハ
　
　
に
ド
d
り
、
壁

tf　
”
’
唯
を
冶
へ
‘
と
に
な
っ
た
の
て
t

「選
挙
長
五
〇
〇
円

（
四
〇
〇
円
）
捜
票
そ
れ
に
よ
り
条
文
を
改
正
し
た
も
の

管
理
者
、
銅
ψ
菅
理
占
二
四
〇
日
（
三

議
案
4
3
弓
　
災
害
営
農
資
金
の
利
子
補

給
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
原
案
可
決

※
本
午
度
麦
輩
稲
子
等
の
被
害
農
家
に

9
す
る
災
告
泌
漣
臼
金
（
大
根
占
農
協

四
玉
○
万
円
、
神
川
騰
協
四
〇
〇
力
円

）
に
つ
さ

年
二
分
五
陣
以
内
の
利
．
＋
補

給
4
し
よ
う
と
す
る
も
め
で
、
こ
の
結

E果
農
家
の
一
利
が
六
只
相
『
い
q
八
分
市
厘
と

　

な
る
。
ま
た
利
子
補

　

給
の
三
分
石
陣
の
申

　

叩
費
補
助
三
分
で
町

　
　
　
　
　
　
の
宇
へ
・
碇
的
1
1
担
は
五

厘
と
な
つ
て
い
る
。

議
案
44
腎

立
木
の
特
売
に
っ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決

※

四
ケ
町
村
共
右
の
簡
易
裁
判
所
、
検

　
　
　
　
　
　
　
総
筋
委
良
会
付
託

◎
陳
情
、
講
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　

1

　
次
の
陳
情
講
願
六
仲
も
す
べ
て
総
務

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
。

譜
願
文
書
第
8
号
教
室
の
増
築
力
に
一

つ
い
て
‖
宿
利
原
小
学
校
P
T
A

請
願
文
轡
第
9
号

つ
い
て
＝
旭
町
　
森
永
　
四
郎

講
願
叉
書
第
10

号
　
立
木
の
特
売
力
に

つ
い
て
＝
桜
原
部
落

請
願
※
轡
第
1
1
号
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’

r新農山漁村建設』ということ
一㌧一　hgt一亀●　r，，‘lt＿＾　alv－一A！，＿thlptロ　iiv“，　　Hr－i　i’，　←仙

の
べ
ら

れ
ま
し
た
。

O
土
地
の
高
度
利
用

水
田
に
お
い
て
は

イ
、
当
地
域
の
水
川
は
ば
道
の
整
備
、

区
画
Ψ
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。

ー
…
　
噸
灘
鰻
◎
竃
耀
欝
竃

酉竃
進
竃
課
露
纏
。
纏
墾
議
霞
‥
“
梧
縮

山
閲
に
多
い
草
場
を
利
用
丁
る
、
山
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
抽塙
し
た
牽
窃
を
叉
す
る
よ
を
合
せ
・
力
を
合
せ
て
努
力
し
な
z
れ

灘
蹴
◎
繰
⌒
』
端
鷺
竃
罐
竃
口
狂
ξ

一
利
な
杵
物
在

栽
靖
す
る
。

○
畜
産
の
振
興

仔
畜
の
価
格
が
よ
い
と
し
て
飼
う
の
も

結
構
て
あ
る

が
果
し

て

農
業
経
営
の
中

に
溶
け
こ
ん
た
畜
件
ご
あ
る
か
z
a
J
う
か

こ
の
こ
と
は
労
力
の
蛭
減
と
能
率
化
を
一
具
体
胸
に
E
し
ま
4
と
。

図
る
た
め
に
も
、
連
搬
に
便
利
な
金
肥
イ
’
i
s
s
を
入
れ
る
に
際
し
飼
料
需
給

の
依
存
度
を
弱
め
目

給
肥
料
を
増
施
し
の
面
が
考
λ
ら
れ
C
い
る
か
。

凧
垣
を
設
け
る
こ

と
、
農
壇
び
技
速
大
根
占
地
域
農
山
角
村
振
興

の
在
り
方
、
農
家
の
凱
職
化
、
櫻
川
漁
一
協
議
会
委
員

民
の
心
構
え
等
に
つ
き
・
く
わ
し
く
の
町
長
、
議
長
、
副
議
長
、
議
会
経
済
委

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
員
長
、
臼
業
委
員
会
長
、
大
根
占
町
農

べ
ら

れ
汁
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

業
協
同
組
合
艮
、
抑
川
随
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

t

　
　
む

す

ひ

予
備
計
画
地
城
の
指
定
在

受
け
た
後
の

経
過
は
以
上
の
と
お
り
C
ー
が
振
興
協

長
、
麗
業
共
済
組
合
工
、
桜
原
＋
加
改

良
区
代
表
、
笹
原
ナ
地
改
良
区
代
表
、

一

両
根
占
十
地
改
艮
区
大
根
占
選
出
蝿
事

代
友
、
森
林
組
合
長
、
漁
業
協
同
組
合

る
た
め
に
笑
き
曇
と
な
ぞ
い
一
竃
働
竃
縮
馨
駕
籠
蕊
緬
鷺
嶽
籍
竃
凝

る
o

ロ
、
交
換
分
合
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

．

～
・
：
く
・
：
～
．
　
－
．
ハ
三
　
t
l
－
－
－
“
　
－
N
t
L
三
く
こ
．
、
t
i
t
、
ハ
、
三
～
，

◎

今
ま
で
の
“
や
り
方
”
だ
け
で
は
、
今

　

M
て
の
“
く
ら
し
”
し
か
で
き
ぬ
、
何

　
も
し
な
い
で
、
曲
い
か
に
な
つ
た
、
た
め

　

し
は
な
い
o

　

川
の
中
は
、
m
に
口
に
辻
む
、
今
の
世

　
の

中
は
、
　
一
人
だ
け
甜
を
し
よ
う
と
し

　
て

も
む
つ
か
し
い
o

　
た
か

ら
「
新
提
川
血
村
姐
設
」
と
い
う

　
こ

と
は
、
み
ん
な
て
考
え
、
共
同
の
力

　

て
、
〈
ノ
ま
て
以
上
の
留
な
く
ら
し
が
で

　

さ
る
よ
う
、
み
ん
な
で
努
力
し
よ
う
と

　
い
う
こ
と
だ
。

◎
＝
ハ
同
の
力
を
は
は
む
も
の
、
そ
れ
は
「

　
お

れ

は
」
　
「
お
れ
か
」
と
い
う
貧
乏
神

　

た
一
人
く
が
「
み
ん
な
で
’
み
ん
な

　
の

幸
せ
の
た
め
に
」
と
い
う
心
に
な
ら

　
な
い
と
”
甜
仁
村
の
姐
設
”
は
夢
物
語

　
に

し
か
な
ら
ぬ
。

．．．～．■～．．∨金A・へ．・”v．．げ．．A．．～・
「か
o

ハ
r

畑
作
と
畜
貢
の
舶
垣
性
を
保
っ
こ

と
に
よ
り
陸
稲
の
早
期
栽
培
が
広
め
ら

れ
る
。

○
短
期
作
ば
か
り
で
は
な
く
永
年
作
も

考
え
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

編
働
酬
酬
譜
竪
瀞
銑
減
鯖
鍼
ゼ
週
纈
纏
齢
鰹

只
携
が
や
る
・
援
が
e
る
と
些
部
代
五
・
同
婦
人
部
袋
・
神
川
農

う
よ
う
な
も
の
で
な
く
、
農
家
、
漁
家
一
婦
人
部
代
表
、
南
大
隅
商
松
大
根
占
校

が
、
自
分
自
身
の
経
営
を
向
上
さ
せ
豊

か
な
牛
べ
を
築
く
た
め
に
、
一
人
々
々

が
よ
く
川
解
し
、
鼓
同
の
力
で
、
そ
れ

舎
主
事
、
公
民
館
長
、
営
林
署
長

（大
根
占
地
域
農
山
漁
村
振
興
協
議
会

事
務局
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
．
・
．
．
ハ
．
　
・
　
～
・
　
’
く
．
：
“
～
・
・
．
　
～
・

町
有
地
の
借
地
に
一
改
修
に
つ
い
て
＝
池
田
小
学
校
P
T
A

　
　
　
　
　
　
　
諮
願
交
書
第
1
2
号
　
教
室
の
増
没
力
に

　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て
H
　
池
田
小
学
校
P
T
A

　
　
　
　
　
　
　
請
願
文
書
第
13

号
　
板
塀
設
置
方
に
つ

菅
弛
室
の
模
様
替
　
い
て
　
＝
＝
池
田
小
学
校
P
T
A

m
u
7
0
●
－
O
w
w
－
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“
e
l
w
ー
ー
e
－
e
e
v

‖
基
本
選
挙
人
名
箔
の
調
製
1
1

住

所

を

か

え
主
ら

縮鮎
な

ど
第
二
回
追
加
更
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

察
け
の
補
瓶
材
と
し
て
杉
二
石
以
内
を
［
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
・
㎏
し
」
う
j
T
望
ろ
も
乃

　　　　　　　　　　　　　　
霧ぎ
麗
籔
鍵
曇
費
・
＝
タ
監

議
案
4
2
号
オ
計
閤
合
の
預
託
先
を
追
用
地
と
し
て
同
会
社
に
貸
与
す
る
件

　
今
回
の
追
川
更
1
1
予
篇
の
お
も
な
も

百
瞥
の
碧
故
訂
に
よ
る
増
袈

一

八

四
力

五
千
円
、
浮
淺
僑
の
施
設
斑
五

一O
n
円
、
あ
市
工
ゐ
山
ゐ
砕
凶
伯
製
趾
四

一万
三
‘
寸
震
還
打
豊
計
画

す
る
則
源
は
地
力
企
付
税
　
七
八
り
力

千
円
、
財
産
収
入
二
〇
〇
力
円
、
町
債

七
〇
力
円
そ
の
旭
ど
な
つ
て
お
り
、
追

加
更
f
邪
四
九
一
力
九
’
九
三
円
、
予

一
算
烈
の
甲
」
は
川
六
く
」
力
、
力
五
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
U
躍
の
移
む
一
と
な
つ
て
S
－
n
　
－

補
演
1
二
〇
万
円
↑
、
9
ぎ
で
、
こ
れ
に
対
一

か

な
ら
ず
届
出
を

　
私
た
ち
が
政
治
に
参
与
つ
る
最
も
よ

い
機
会
、
そ
れ
は
雌
挙
で
す
。

　
国
民
と
し
て
選
挙
権
を
行
使
す
る
こ

〈）

と

は
固
有
の
権
利
で
あ
り
、
ま
た
義
務

二
で
も
あ
り
ま
す
。

♂∨
に
は
、
ま
ず
選
挙
人
名
簿
に
登
辞
さ
れ

：．

1s
る
こ
と

が
必芸
あ
り
ま
す
。

〈　
x
の
v
￥
あ
つ
て

く

t
－A
■
t
・
．
～
4
⑳
“
v
．
　
t
～
　
●
　
．
，
●
．
・
・
～

で
次
に
掲
げ
る
よ

う
な
選
挙
権
を
も
つ

て
い
る
人
を
登
録
し

　
補
命
名
η
は
選
挙
の
あ
る
度
に
、
基

本
名
簿
r
登
録
さ
れ
て
い
な
い
人
で
。

定
め
s
れ
た
期
日
現
在
て
最
挙
権
の
あ

に
生
れ
た
人

2
、
本
年
六
月
十
五
日
以
前
か
ら
大
根

　
占
町
に
位
ん
で
い
る

人

3
、
選
挙
法
に
冗
め
ら
れ
た
欠
格
事
項

　
の
な
い
人

と
な
つ
て
い
ま
す
。

　
U
れ
は
、
什
斑
硲
録
η
、
食
糧
台
帳

と
は
関
係
な
く
、
事
実
に
よ
つ
て
登
録

す
る
こ
と

に
な
つ
て
い
ま
す
。

　
し

か
し
、
選
挙
管
理
委
員
会
て
は
「

こ

の
大
せ
つ
な墓
警
行
使
す
る
一
る
入
を
允
念
認
暴
い
て
藷
す
．
住
e
s
e
e
g
g
L
を
一
莫
饗
資
料
と

EN
x
a
人
名
簿
は
茉
福
と
補
充
名
奮
麗
さ
れ
る
、
茨
肇
人
名
正

苓
本
名
簿
は
毎
年
九
月
卜
五
H
現
在
「
1
、

会
長
に
遊
喜
町
長

新

農

業

委
員、

会

成

立

　
改
正
さ
れ
た
農
菜
委
員
会
法
に
よ
る

農
メ
森
員
の
選
挙
は
七
月
十
六
日
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
立
候
補
者
が
定
数
と
同

数
の
十
名
で
あ
っ
た
た
め
姫
投
票
当
選

と
な
り
、
次
の
人
々
が
当
選
人
に
決
定

し

ま
し
た
。
　
　
’
届
出
順
）

大

尾

山

ド
森
三

皆
　
バ
　
赤
白
三
右
川

鳥

浜

上
園
良
武

オ

原

新
陳
㈱
＃
r
r

剤
川
中
㎏
前
園
栄

鳥
井
戸
　
鶴
階
　
窓
吉

55　48　49　37　53　57
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半
下
石

　
な
お
、

半
ド
y
m
r
l
’
K
　
5
1
　
伽

の
五
氏
が
決
定
、
新
し
い
雌
培
委
員
会

輌警
よ
曇
4
竃
届
出
る
よ
う
望
ん
て
い
f
f
．
f
o
O

看
畜
、
計
＋
表
、
き
す
る
こ

る
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
一
し
て
い
ま
す
か
ら

　
と
こ
ろ
で
・
本
年
の
九
月
十
五
日
現
1
、
昨
年
の
六
月
以
降
、
大
根
占
町
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

転
入
し
て
き
た
人

に
孫
鎚
さ

れ
る

人
は
、
　
　
　
　
　
　
　
2
、
昨
年
九
月
以
降
仙
所
を
異
動
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人

　
　
昭
和
r
「
二
年
寸
二
月
十
九
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど
で
、
什
民
登
録
の
手
続
き
の
す
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
い
な
い
人
は
、
で
き
る
た
け
早
目
に

　
　
　
　
　

組
合
推
せ
ん
、
議
会
推
せ
ん

　

の
委
員
と
し
て
、

現
　

逝
μ
斗
次
郎
（
叩
長
）
議
会
推
せ
ん

榊纏
助
賢
殼
2
引
識
総
醜
』
警

週
熱
后
艸
藷
食
”
に
酬
騨
翼
控
簗

現
一
　
　
　
　
　
　
共
済
州
、
日
拍
ー
ん
だ
レ
を
決
め
ノ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
度
作
ら
れ
る
名
簿
は
三
二
年
一
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

二
十
日
か
ら
三
三
年
＝
一
月
一
九
日

　
と
と
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
－
ま
で
有
効
で
あ
り
、
旅
議
院
の
解
散
云

新
　
　
新
農
半
委
員
会
は
七
月
ニ
ー
四
H
、
一
々
も
い
わ
れ
て
い
る
時
で
も
あ
り
ま
す

篠
畿
酬
竃
訓
踏
〔
薄
濁
狸
う
御

現

議
員
に
本
亡
ぽ
の
諸
氏
を
選
任
、
孫
動
う
㎜
　
夏
や
す
み
r
ぽ
子
ど
も
た
ち
は

計

画
杉
じ
・
、
　
　
　
鮪
川
や
世
行
差
が
る
も
の
て
す

　
ー
、
法
令
て
定
め
ら
れ
た
農
地
令
に
関
ま
M
　
昨
8
1
の
子
ぷ
硲
の
水
死
の
県
ト

　　
ブ．§
を
U
確
纏
司
る
．
．
と
融
で
孕
天
て
し
た
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漁

姦
び
や
諜
に
日
、
父
兄
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　烈
か
雀
力
か
し
つ
か
り
し
た
摺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
，
者
が
必
ゾ
・
す
。
思
い
が
け
な
い

　　　　　　　　　　　　　　　　
孕
否
鼻
謝
携
足
・
な
い
・
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
川
費
に
れ
り
g
－
す
い
も
の
で
s
e

’／

1

ノ

t　＿L

L

］
”
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私
た
ち
の
町
の
民
主
団
仏
青
年
団
や

婦
人
会
は
そ
れ
ρ
＼
の
活
動
夢
通
じ
、

ま
十
は
口
年
学
級
、
婦
人
学
響
の
諾
講

座
を
通
じ
て
目
垣
し
い
進
歩
を
遜
げ
つ

　
　
i
f
l
l
l
1
1
一
1
N
一
刊

人
学
級
を
開
け
」

な
ら
な
い
－ 勉強するお父さん…嘗

lmmLn，EIS21ノ＼学級はじまるIHIIIIilllUMIillliff

！
あ
る
と
思
い
ま

す
e

　

そ
れ
に
引
き
か

え
一
般
壮
年
層
ω

依
然
と
し
て
＋
年

前
の
古
い
臓
，
見
と

封
建
の
殻
の
中
C

う
ご
め
い
て
い
る

と
云
つ
－
も
過
言

で
は
な
い
e

　

卒
直
に
云
’
．
ハ
ば

リ
ー
ド
し
て
行
く

べ
き
は
す
の
壮
年

は
今
や
む
し

ろ
青

年
婦
人
に
引
梶
ら

g
て
、
か
え
つ
て

そ
の
璽
荷
に
な
つ

て
い
る
の
で
は
方

い
か
と
さ
え
思
っ

て
な
ら

な
い
。

　
こ
う
し
て
，
戎

「
父
親
も
学
ば
ね
ば

　
　
　
　
　
の
声
は
ち
ま
た
に
満
ち
町

内
の
い
わ
ゆ
る

心
あ
る
「
お
父
さ
ん
」

力
の
切
実
な
慾
求
と
し
て
燃
え
上
つ
て

　
　
　
　
　
　
く
　
i
n
l
“
～
　
　
ニ
l
p
　
N
　
I
I
一
I
t

町

民

の

声

　
己
き
か

t
、

’

　
：
．

．

・

碕

r
＼
．
」
◆

　
す
、E“　

，
，

き
た
の
で
あ
り
ま
す
o

と
も
あ
れ
全
国
的
に
成
人
学
級
の
必

要
性
が
強
く
叫
ば
れ
ろ
則
由
と
し
て
、

　
一
、
に
は
、
変
趣
極
り
な
い
現
力
の

　
立
し
て
生
き
る
た
め
に
　
　
　
　
一

ll、
に
は
、
そ
の
た
め
に
新
し
い
人
一

　
問
関
係
を
W
り
上
げ
る
た
め
ゼ
　
一

三
、
に
は
、
仮
血
を
被
っ
て
や
っ
て
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
1

　
来
．
◇
マ
ス
コ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ヨ
ン
｝
び
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］

対
応
す
る
た
め
に

村
へ鏡
の
史
c
、
禽
嘗
確
「

の

つ
が
挙
げ
あ

れ
て
い
ま
す
⑲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ

れ
ら

の
強
い
社
会
的
要
謂
に
応
え
　

郡
内
初
の
試
み
と
し
て
成
人
学
級
を
開

設
す
・
運
び
に
な
つ
た
の
曇
旦

　
町
内
壮
年
U
の
皆
様
力
が
ご
の
成
入
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

1

縫
馨
参
加
さ
れ
．
Φ
よ
。
お
願
一

▲
昭
和
三
十
二
年
度
　
　　

　
　
成
人
学
級
開
設
基
本
計
画

一、

目
日

　成
人
学
級
は
、
青
年
、
婦
入
を
除
く
一

　
一
般
成
人
の
教
養
を
縄
め
、
特
ピ
実
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蕪
に
必
婁
裂
、
罷
を
与
ヱ

　
以
っ
て
、
地
域
村
会
発
展
の
僚
動
力
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
1

　
を
培
養
す
．
O
を
以
つ
ご
目
的
と
す
る

二
、
教
台
の
目
標

　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
1

　
2
、
自
宇
的
、
科
学
的
牛
活
態
度
の

　
　
養
成

　
3
、
郷
ト
百
塔
掘
興
へ
の
協
力

四
、
孜
有
の
方
斜

　
1
、
公
民
教
育
の
徹
厩

　
◎
公
民
と
し
て
の
必
嬰
な
知
識
、
情

　
　
操
、
能
力
を
与
え
、
民
主
主
義
の

　
　
根
小
を
把
握
す
る

　
2
、
餌
堵
教
育
の
徹
底
、
経
営
能
力

　区1区1区
区宿　池　川
”凛”似1”櫻

　校「区1区
同　同

“霜　　池　伸成…
　　〃田〃川人根

い校1薩
　　　　　　曇奮

　　　　　　館校

右　右

〃　〃

同ト目翌八
右迄年月l
　lF1！

　　1

翁

〃 1繍馴

蕊
1
目
璽

　
　
の
鴻
養

　
◎
日

常
生
活
に
必
要
な
知
晶
、
技
能

　
　
経
験
を
体
得
さ
世
る
と
共
に
、
乍

　
　m
の
科
泡
化
、
経
営
の
合
則
化
を

　
　
図
る

　
3
、
畑
域
課
題
の
ポ
見
と
閻
題
解
決

　
　
の
実
践

五
、
対
象

　
　
町
内
居
住
一
般
成
入
刀
子

六
、
経
営
の
基
本

繊
七
、
術
杉

　E
閉
講
入
、
数
科
内
容
、
講
帥
選
圧

そ
め
他
を
校
区

公
民
館
に
て
行
う

　　r
話
し
合
い
」
の
場
を
作
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Y
卜
石
坂
几
益
夫

　
私
の
部
落
の
青
年
団
は
　
団
員
の
結
と
云
う
ご
と
で
あ
り
ま
す
。

束
、
秩
序
の
而
に
於
い
て
、
叉
運
営
活
　
私
共
の
半
下
石
膏
年
団
が
若
し
仮
り

動
の
面
に
於
い
て
は
，
少
く
共
現
在
の
に
優
秀
で
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
は
あ

本
町
内
各
部
落
冑
年
団
に
比
し

て
、
勝
く
ま
で
冑
年
団
と
云
う
柏
の
中
で
の
話

る
と
も
劣
ら
な
い
と
思
つ
て
い
る
。
　
　
し
に
す
ぎ
な
い
と
思
つ
て
い
ま
ー
。

　
活
動
の
状
況
に
つ
い
て
は
別
に
所
載
　
日
冑
協
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
第
　
に
、

し
て
あ
る
の
で
省
略
す
る
か
’
此
の
堅
　
　
「
儒
を
よ
く
し
よ
う
」
と
あ
る
。

久
に
醜
営
さ
れ
活
涜
に
進
め
ら
れ
つ
ふ
　
三
番
目
F

あ
る
私
共
の
部
落
肴
年
団
垣
の
心
に
r
　
　
民
主
々
義
と
半
和
を
守
ろ
う

一

新
し
い
慾
求
が
牙
生
え
つ
、
あ
る
こ
と
と
あ
り
ま
す
。

蓄
涜
否
町
内
す
べ
て
の
父
費
親

の
皆
さ
ん
方
に
知
っ
て
頂
き
た
い
と
思
青
年
団
ね
達
丈
の
力
で
は
決
し
て
描
迎

っ
了
筆
を
取
っ
た
次
第
で
づ
。
　
　
　
　
で
き
る
間
題
で
は
な
い
と
思
う
o

　
そ
れ
は
何
か
K
5
し
上
げ
ま
す
と
　
　
去
る
四
月
の
町
青
午
団
リ
ー
ダ
研
修
会

　
【
「
青
年
と
婦
人
」
「
青
年
と
壮
年
」
そ
に
於
い
て
町
内
冑
年
諸
呂
に
指
摘
さ
れ

し
て
，
占
年
と
婦
人
と
壮
年
」
の
話
し
た
間
題
で
あ
る
が
池
旧
校
区
特
に
半
ド

合
い
の
機
介
と
以
川
を
作
り
た
い
e
　
］
　
石
の
］
婚
葬
祭
の
簡
素
化
の
問
題
等
、

や
は
り
部
落
の
一
般
成
人
、
婦
人
、
膏

年
等
の
各
組
織
が
力
を
合
せ
て
努
力
し

て
こ
そ
改
善
さ
れ
て
行
く
も
の
と
思
い

ま
す
。
そ
の
た
め
の
話
し
合
い
が
必
臨

だ
と
青
年
達
は
常
に
ご
ぽ
し
て
い
る
．

　
そ
れ
な

の
に
私
連
の
部
落
は
1
向
に

出
来
な
い
で
い
る
の
だ
。
こ
う
云
え
ば

人
々
は
必
ず
，
古
η
が
僧
極
的
L
だ
か

ら

と
云
わ
れ
る
で
し
よ
う
。
そ
れ
が
半

ド
石
の
場
合
継
対
絶
命
た
。
封
建
．
の
根

強
い
圧
力
の
前
に
身
鋤
き
も
出
来
な
い

現
状
＃
｛
e
　
r
わ
い
ど
ん
が
子
供
の
／
せ

ど
ち
ら
も
殻
の
申
に
と
ち
こ
も
つ
た
L
く
ら
れ
て
了
つ
て
い
る
の
た
。

璽
苔
な
L
の
；
m
葉
に
篇
し
ま

　
吾
々
が
真
剣
に
の
べ
る
切
角
の
ぼ
見

一
も
ケ
チ
を
つ
け
ら
れ
た
上
受
入
れ
て
も

「
ら
え
な
け
れ
ば
嫌
に
な
っ
て
了
う
で
し

　

よ
う
。
反
面
吾
々
が
一
歩
外
に
川
れ
ば

　
評
ド
石
部
落
の
こ
と
が
色
々
と
批
判

1され
る
。
新
生
活
運
動
は
今
や
町
内
の

．
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－
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V
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｝
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毒
年
の
声
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
青
年
団
⊂
は
左
記
に
よ
り
「
青
年
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
声
」
を
募
集
い
た
し
ま
す
e

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
団
員
諸
苫
治
つ
て
君
の
意
猛
を
発
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

御
投
稿
下
さ
い
ま
t
s
よ
う
希
望
い
た

民
主
々
義
の
認
識
及
教
養
の
向
一
し
土
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
t
V
　
J
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i
l
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I
d
l
d
　
t
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1
h
　
～
　
　
一
＝
一
一
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大

根
占
校
区
の
水

？一

≧上

町
民
の
み
な
さ
ん

、

今
日
も
道
路
は
モ
ウ
く
と
ほ
こ
り

だ
ら
け
、
水
を
ま
こ
う
と
す
れ
ば
蒋
も

ほ
こ
り
立
つ
て
一
滴
の
水
も
な
い
、
田

植
は
し
た
が
水
が
な
く
て
手
人
も
l
　
c
r
J

な
い
、
我
田
引
水
で
い
や
な
思
い
と
重

労
仇
で
す
。
幸
い
に
火
事
が
な
い
か
ら

よ
い
も
の
の
今
日
火
事
が
C
た
ら
？
、

全
く
双
心
に
た
え
ま
せ
ん
。
例
年
な
ん

二

か
な
ら

ん
か
な
あ
と

井
戸
端
会
議
ば

’
り
．
」
こ
れ
意
一
困
つ
た
本
問
題
が
よ

ノ
、
↑
．
＾
h
な
い
、

　
一
、
オ
上
z
－
襖
理
迫
だ
乙
い
じ
、
私

　
　
　
　
　
λ
、
、
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
L
］コ　　　　　　　

1、　母

（mc　　　　了　　　参丁

　　　ゐた一）htI
、・ ぺ∀、　、

c’考一
tヌ㌔　え．占
いLK．．一・v

　
　
　
　
　
・
－
水
．
○
、
ト
之
二
の

一
部
出
水
乞

振
吋
な
弓
　
ド
〆
　
　
の
F

水
こ
二
八
＝
年
前
、
・
㌧
心
ぷ
、
　
パ
に
ょ

つ
て
開
か
11

た
人
臓
が
王
と
な
っ
て
ー

却
す
。
現
在
こ
の
小
路
は
1
地
改
U
法

に
よ

つ
て

両
根
占
士
地
改
月
区
が
管
斑

を
行
い
町
は
全
々
関
係
し
て
お
り
ま
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麓
　
土

ん
そ
れ
て

私
ど
も
校
区
民
は
ゴ
皿
改
艮

区
の
仕
串
が
う
ま
く
運
6
3
心
れ
る
よ
う
一

協
力
し
な
け
れ
ぱ
水
利
は
よ
く
な
ら
な

い
の
で
す
か
ら
、
寸
旭
改
良
区
と
い
う
一

も
の
に
も
つ
と
関
心
を
も
つ
し
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
土
地
改
日
区
で
．
稽
困
つ
て
い

る
こ
と
は
、
延
々
八
千
米
の
水
路
を
ま

か
な
う
経
費
だ
と
思
い
ま
す
。
水
田
を
一

耕
作
す
る
人
達
だ
け
が
一
反
当
り
い
く

ら
と

い
つ
て
毎
年
負
担
し
て
い
ま
7
が

仲
々
思
う
よ
う
な
午
入
が
で
き
な
い
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

1

と

は
み
な
さ
ん
も
見
当
が
つ
か
1
1
る
こ
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

1

と
で
し
よ
う
。
耕
1
1
者
か
小
を
川
用
す

ろ

の
。
〇
四
ケ
月
て
年
の
三
分
の
一
に
当

g
’
残
臼
、
、
ケ
月
　
町
内
周
H
者
と
同

屋　i記
＝利；

　　　　　｛

郎　　　　≡
？

た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　一

、

町
は
防
火
用
水
対
策
を
問
か
に
す

　

る
こ
と

◎
新
し
い
指
防
H
動
中
が
来
た
ら
水
は

と
こ
か
め
汲
ん
て
火
を
指
す
の
か
の
－

一
カ

ゲ
グ
チ
＿
あ
り

ー
、
防
火
用
水
紬
播
勾
餓
の
中
で
、
七

　
地
改
良
区
役
員
、
水
儒
祝
人
か
山
防

　
団
員
W
編
入
ヶ
る
。

　
　を

募

る
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
公
民
館
気
伺
町
育
協
会
長
宛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
、
内
容
に
つ
い
て

　
　
一
、
投
稿
資
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
政
治
、
経
済
、
久
化
、
教
育
そ

曇
位
霞
団
の
正
膏
で
竃
聾
噂
齢
褥
望

　
　

25

る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
或
い
は
已
匂
団
組
織
の
一
員
と
し

　
n
’
投
稿
拓
切
り
　
　
　
　
　
　
　
て
、
或
い
は
家
庭
の
【
員
と
し
て

　
　
八
月
二
十
五
日
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
生
活
に
身
近
か
な
問
題
を
取
り
上

　

三
、
原
稿
送
付
先
　
　
　
　
　
　
・
　
　
げ
、
碓
設
的
な
も
の
で
あ
り
た
い

一

一1tL
f
y
　
d
P
l
l
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I
l
一
一
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．
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t
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t
l
l
　
．
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ニ
ニ
“
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b
l
t
d
　
．
l
　
t
l
一
l
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m
p

2
、
防
火
用
水
紹
持
斑
な
る
糧
費
を
組
　
た
箇
川
は
す
へ
き
て
あ
る
と
思
い
ま

　

ん
で
土
地
改
良
区
の
及
は
な
い
方
面
　
す
。

　
　
の
援
助
を
す
る
こ
と
　
　
　
　
　
　
2
、
解
聞
使
用
料

11、
水
田
耕
作
苦
以
外
の
使
用
料
を
検
　
こ
の
間
題
は
毎
回
役
員
会
や
総
会
で

　
討
し
た
ら
ど
う
か
　
　
　
　
　
　
　
　
議
題
と
な
り
ま
す
が
、
町
民
藩
が

ー
、
「
奉
仕
」
現
況
と
し
て
は
我
々
は
　
余
り
に
も
く
ら
い
気
持
に
な
り
は
せ

　
田
は
作
ら
ん
か
ら
出
ん
⊂
も
よ
い
、
　
　
ん
か
、
町
か
ら
の
何
ら
か
の
補
助
を

　
出
て
も
そ
げ
ん
仇
か
ん
で
も
よ
い
位
　
得
κ
ら
如
伺
な
る
も
の
か
町
当
局
で

　
の
と

こ
ろ
で
す
か
ら

士
地
改
艮
区
と
　
検
討
願
い
ま
す
。

　
し

て
は
余
り
役
立
つ
て
は
い
な
い
e
　
以
上
要
を
得
ま
せ
ん
が
・
水
利
の
現
況

　
水
川
の
た
め
の
奉
仕
．
、
ば
な
く
、
年
改
肯
の
と
も
し
び
と
も
な
れ
ぱ
幸
い
で

　
間
の
防
κ
川
水
や
、
　
1
胆
使
用
水
の
す
・

　
代
金
と
思
つ
て
一
牛
懸
命
割
当
、
い
れ
i

根

本

の

解

決

策

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
根
占
ナ
ん
ほ
凶
水
利
の
問
題
、
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

F
ー
地
条
川
〔
の
改
1
1
と
い
う
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ぶ
の
と

お
り
一
、
あ
つ
て
、
ほ
前
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人

四
精
川
さ

ん
の
投
偏
も
あ
り
、
t
c
，
て

じ
’
、
r
－
t
弔
ヂ
：
f
・
’
す
．
水
川
秒
侮
者
だ
け
一
ら
く
関
係
錺
竹
者
の
万
々
は
’
　
r
k
6
ん

が
L
田
の
縄
費
在
巳
し
㍑
っ
て
い
る
こ
の
と
か
な
ら
な
い
も
の
た
ろ
う
か
“
と
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　

瑚

ジ
、
，
パ
’
も
川
民
と
し
て
よ
く
脇
え
一
ん
な
考
、
て
む
ら
れ
る
に
魂
い
あ
り
ま

ね
ば
‥
、
ら
ぬ
i
J
－
．
S
ゴ
0
　
＿
F

　
X
・
、
人
間
封
会
に
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
’
r
り
礼
、
水
利
な
く
し
て
似

町
の
発
展
も
望
ま
れ
ま
せ
ん
の
r
次
の

こ
と

を
速
に
丈
現
し
て
ナ
山
故
艮
隊
に

協
力
し
、
・
ー
　
ノ
根
占
に
し
て
い

た
り
か
ら
開
始
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
て

町
ヒ
し
て
も
こ
の
入
恨
占
の
波
庁
て
あ

せ
ん
。
小
の
閲
題
ね
ー
面
緊
急
の
こ
ど
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が
ら

で
私
ど

も
も
　
き
る
仁
け
の
御
加

勢
は
い
た
し
ヒ
い
と
思
つ
て
お
り
ま
主

両
根
由
ー
地
改
良
区
⊂
は
’
こ
の
恨
本

的
な
対
策
と
し
て
，
大
川
模
な
堰
堤
の

改
修
季
水
路
の
改
1
1
工
事
を
本
年
度
あ
と
で
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

顯
摘
鶉
⑭
竃
響
西
鵠
侃
繍
誘
鶏
鵠

た
し
与
、
い
・
慰
つ
て
お
り
t
h
t
s
e
　
I
し
よ
つ
と
立
ヒ
ら
方
い
限
り
、
．
［
［
年

　
今
回
功

唆
打
建
設
嘱
業
の
椎
庄
汀
当
た
つ
し
も
い
－
T
、
｛
；
，
，
i
S
で
す
。

り
・
廊
人
の
服
部
教
技
一
汀
と
本
簡
の
　
防
人
川
氷
の
闇
題
は
、
水
路
、
水
醐

簗
霞
鶯
鰯
篭
禰
｛
鱗
竃
蹴

道
の
伴
伽
、
区
画
弊
叩
、
父
ひ
分
合
な
一
せ
る
こ
と
が
・
先
決
で
8
3
ろ
う
ど
思
い

ど
一
辿
の
寸
地
条
件
の
整
備
が
先
ー
と
－
す
。
的
を
射
て
い
な
い
か
も
知
引
ま

り
上
げ
ら
如
る
へ
き
で
あ
る
と
い
う
ご
佐
ん
が
、
私
ど
も
の
考
え
方
を
申
上
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
之
字
芦
た
次
第
で
す
。
助
役
坂
元
左
武
郎

，g2
り
世
紀
の
大
事
竿
と
も
い
う
べ
き
も

の
で
、
6
3
家
の
臼
担
も
少
く
な
く
、
難

嚇
烹
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
放
つ
て
お

け
ば
、
い
つ
ま
で
も
駄
目
で
あ
り
ま
す

ー
な
ん
と
か
な
ら
な
い
か
」
で
は
い
つ

塾
　

文

台
　
所

私
の
う
ち
は
、
昔
な
が
ら
の

山
小
尾
で
、
そ
れ
に
台
川
は

ち
つ
ぼ
り
だ
つ
た
。
台
所
て

　
仕
小
す
る
の
は
、
い
や
な
気
持

客
が
あ
っ
て
、
お
茶
を
出
す
の
も

気
が
ね
し
て
、
逃
げ
た
し
た
い
付

い
や
だ
つ
た

　
お
い
し
い
も
の
を
，
作
つ
て
も

　
そ
れ
が
、
こ
ち
や
く
に
見
え
る
r

で
も
、
今
度
新
宅
を
作
り

　
台
所
も
広
く
、
夕
食
の
前
な
ん
か

　
一
人
で
や
り
た
い
く
ら
い

　
た
“

の
み
そ
し
る
て
も
、
お
い
し
い

　
g
の
A
よ
う
F
見
え
る
。

　
い
ら
ぬ
、
や
さ
い
も
、
コ
ッ
コ
ッ
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※
早
期
水
稻
の
収
か
v

穂
が
六
〇
％
ぐ
ら
い
出
揃
つ
て
か
ら

三
〇
～
二
五
H
後
が
刈
取
の
適
期
で
あ

8月の農作業
一農業技術員連絡協議会一

る
。
乙
の
頃
に
な

る
と
籾
は
大
部
分

黄
婚
し
て
穂
の
ド

部
L
ご
く
少
し
青

味
の
あ
る
籾
が
残

る
か
、
刈
取
つ
て

芹
支
，
ハ
な
い
か
ら

熟
れ
す
ぎ
な
い
よ

う
少
し
付
青
米
が

川
ゐ
科
度
が
よ

い

刈
取
っ
た
靱
を

直
射
に
当
て
る
と

胴
割
米
や
砕
米
が

多
く
な
る
が
四
～
女
H
架
干
し
て
か
ら

脱
戟
す
る
。

※
早
期
陸
稻
の
刈
取
り

い
た
づ
ら
し
て
見
た
い

も
う
I
つ
、
か
ま
ど
が
な
い

私
が
母
に
「
か
ま
ど
が
ほ
し
い
な
あ

」
と
云
う
と
、
母
は

ー
か
ま
ど
は
ま
だ
く
」
と

云
つ
て
い
る

さ
て
か
ま
ど
を
一
日
も
早
く

出
来
さ
せ
る
た
め
に
、
私
は

何
か
合
を
儲
る
方
法
を

　
家
族
会
で
、
話
合
い
た
い
と

　
思
う

セ
メ
ン
ト
張
り
の
＋
間
を

剛
ト
駄
は
い
て
、
己
を
立
て
＼
、

歩
く
の
が
楽
し
S

何
時
も
、
歌
気
分
で
，
炊
事
し
て

い
る
、
広
い
台
川
、
私
の
台
所

　
　
　
　
　
　
半
卜
石
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田
志
奈
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水
稲
と
大
仏
同
じ
で
あ
る
が
、
出
穂

後
何
日
目
と
い
う
わ
け
に
ゅ
か
な
い
か

ら
穣
首
の
ニ
ー
三
粒
が
ま
だ
冑
味
を
お

び
て
い
る
程
度
を
刈
取
る
。
乾
燥
は
水

稲
F
準
ず
る
。

※
甘
藷

　
甘
諸
の
植
付
が
日
照
り
の
た
め
お
く

れ
た
の
で
、
早
目
に
追
肥
（
垣
木
灰
又

ば
川
山
）
や
中
耕
除
情
を
行
つ
て
ド
さ

い
。
つ
る
か
え
し
を
ま
だ
散
p
し
ま
す

が
、
こ
れ
は
や
め
る
よ
う
に
し
て
ド
さ

い
e※

大
豆
の
坂
か
v

　
中
旬
は
大
旦
の
牧
か
v
期
で
す
が
，

早
刈
り
に
過
ぎ
・
g
と
大
粒
が
少
く
品
質

も
落
ち
、
お
く
れ
る
と
は
じ
け
て
粒
が

　
ち
る
。
そ
れ
で
落
葉
後
サ
ヤ
が
ぷ
褐

各
部
落
に
浸
透
し
て
婦
人
会
あ
た
り
を

中
心
に
、
全
町
民
運
動
と
し
て
進
め
ら

れ
て
い
る
が
、
私
の
部
落
ば
混
施
と
し

　
何
等
の
進
展
を
見
な
い
現
状
で
あ
る

そ
の
他
す
へ
て
の
問
題
に
於
い
て
、
部

落
発
展
の
た
め
に
部
落
民
全
体
の
創
意

と

努
力
は
強
く
欝
さ
れ
て
い
る
も
の

と

忠
い
ま
す
。

部
洛
民
の
老
い
も
若
き
も
男
も
女
も
．

そ
し
ご
イ
供
も
、
み
ん
な
と
心
お
き
な

v
伺
で
も
「
話
し
合
う
』
と
か
　
t
s
｝
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I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L

み
ん
な
の
心
と

心
の
つ
な
が
り
が
で
き
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人
間
と
入
間
が
信
じ
合
う
よ
う
に
な
つ

て
来
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
そ
こ
に
は
響
作
り
の
色
々
旦

智
誉
篇
朋
る
い
豊
あ
慈
亙

み
な
き
つ
て
来
る
も

の
と

思
い
ま
す
o

　
半
ド
石
の
お
父
さ
ん
方
、
お
母
さ
ん

力
、
部
落
の
発
展
の
た
め
に
、
み
ん
な
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問
　
農
地
の
売
買
に
つ
い
て
売
主
と
話

　
合
い
が
つ
い
た
の
で
農
地
法
三
条
の

　
知
卒
の
許
可
を
う
け
止
し
た
、
と
こ

　
ろ
が
代
金
を
友
払
う
と
き
に
な
つ
て

　
は
じ
め
の
話
と
違
つ
て
随
分
高
ぐ
と

　
う
て
い
貝
え
そ
う
な
、
額
で
は
あ
り

　
－
、
ぱ
ん
。
こ
ん
な
場
合
℃
も
知
札
の

　蓉地 問

　そ　の　三
大根占町農業委員会

農

つ

ノ
以
上
］

貸
わ
な
け

れ
ぱ
な

旦

　
な
い
も
の

　
て
し
よ
う

か
。

答

此
の
欄

で

似
た
よ

う
な
質
問

許
可
が

連

を
山
に
受

け
て
解
答

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
が
艮
く
は
あ
り
ま
せ
か
e

問
　
家
皐
調
停
で
農
地
問
題
を
か
た
ず

　
け
る
と
い
う
話
を
き
い
た
こ
と
が
あ

　
り
ま
す
が
’
〉
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
で

す
か
o

答

農
地
そ
の
他
の
農
薬
用
資
館
の
貸

　
借
そ
の
他
利
用
関
係
に
関
す
る
紛
争

　
は
農
拳
調
停
で
処
理
す
る
乙
と
に
な

　
つ
て
お
り
ま
す
が
相
続
や
家
庭
の
閥

　
題
に
間
連
す
る
場
合
に
は
農
地
の
問

題
も
あ
わ
せ
て
家
事
調
停
で
解
決
さ

　
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合

　
家
庭
裁
判
川
は
大
体
小
竹
主
鎖
に
連

　
絡
を
と

り
菅
見
を
き
い
て
円
満
な
解

決
を
図
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

最
近
食
生
m
の
好
み
が
変
つ

誘
竃
鐸
剰
工
ー
て
羅
曝
難
｛
齢
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色
に
変
つ
た
と
き
晴
れ
た
日
の
早
朝
鎌
一

で
刈
り
、
根
元
を
そ
ろ
え
て
立
ご
充
分

日
に
当
て
る
。
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※
早
期
栽
培
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跡
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跡
作
は
そ
れ
ぞ
れ
計
画
さ
れ
て
い
る
一

で
し
よ
う
が
・
麦
・
な
た
ね
の
作
付
ま
一

で
三
－
四
グ
月
あ
り
、
飼
料
、
緑
肥
を
一

植
え
る
か
、
販
売
方
法
を
あ
ら
か
じ
め

よ
く
グ
ル
ー
プ
で
研
発
し
た
上
で
園
芸

作
物
を
と
り
入
れ
る
な
り
し
て
下
さ
い

こ

の
場
合
は
技
術
員
や
園
芸
振
興
会
と
　

る

外
に
あ

り
ま
せ
ん
が
・
あ
な
定

許
可
は
宛
買
契
約
と
は
別
個
の
行
政

処
分
で
す
か
ら
、
た
と
え
知
事
の
許

可
を
受
け
て
も
売
民
条
件
が
許
可
申

請
を
す
る
と

き
と
遣
つ
て
わ
れ
ば
売

買
す
る

必
嬰
は
あ
り
ま
せ
ん
と
答
え
一

近
く
の
農
業
蚕
員
の
方
に
仲
に
は
入

っ
て
も
ら
っ
て
此
の
際
只
わ
れ
た
方

三
頭
目
の

よ
く
連
絡
を
と
り
、
出
荷
販
売
の
体
制
一
の
豚

を
し
つ
か
り
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

※
お
知
ら
せ

1r申
ビ

ナ
」
の
配
布

　
次
に
よ
り
中
ピ
ナ
〃
プ
リ
”
ま
た
は

“
ロ
ッ
ク
ホ
ー
ン
”

の
賄
棚
）
を
あ
つ
せ
ん
し
ま
す
か
ら
御
）

希
望
の
力
は
八
月

二
十
五
日
ま
で
に
役

場
経
済
課
に
申
込
ん
で

ド
さ
い
e
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価
格
け
三
’
○
日
ビ
ナ
で
・
x
K
，
　
l
l
O
O

円
、
オ
ス
一
〇
〇
円
ぐ
ら
い
の
．
予
定
、

　
引
川
時
期
は
十
月

か
ら
ト
一
月
ま
で
一

ま

た
、
卵
を
牛
ま
な
い
メ
ス
鶏
を
は
用

鶏
と
し
て
敗
死
1
ー
た
い
力
け
そ
の
あ
つ
一

せ
ん
も
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
を
中
ヒ
ナ
．

と

交
換
し
た
い
方
は
串
込
の
と
き
そ
の
一

geE
E
て
下
。

い
．
　
　
」

　時
期
は
t
s
記
一
　
0
1
I
］
月
で
’
　
－
i

メ

ス
鶏
」
に
限
り
ま
す
。
　
　
　
　
一

品
等
登
録
豚

村
に
と

っ
て
は
喜
ぶ
へ
き
こ
と

で
す
が
、
将
来
に
そ
な
え
て
敗

売
、
市
場
の
開
拓
な
ど
考
え
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
時
期
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

10月に肉牛市場開設
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こ
の
ほ
ど
町
内
大
反
田
坪
内
英
助
氏
　

　
　
，
二
世
レ
ン
ト
ン
ツ
ポ
ウ
チ
一
号
｝

L
が
高暮
録
に
A
。
格
し
た
・
兎
亘

川
氏
に
e
s
，
f
U
、
本
町
で
は
三
頭
目
で
あ

る
。
今
回
合
格
し
た
U
啄
は
生
後
十
八

日
目
に
親
が
死
亡
し
、
入
∫
栄
養
で
苦

心
育
成
、
そ
の
努
力
が
む
v
い
ら
れ
た

（
白
・

グ・
ブ
・
丁
の
・

や

「●

免

　
そ
乙
で
農
協
で
は
十
月
頃
臨
時
肉
牛

せ
り
市
を
開
き
、
午
前
中
は
町
や
家
畜

蘭
組
合
の
協
力
を
得
て
品
評
会
も
兼
ね

て
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
仔
豚
せ
り
市
も
計
画
し
て
い
ま

す
の
で
、
肉
牛
養
豚
の
飼
脅
者
は
管
理

ら
協
知

農

お

根占

一一 ぜ

大

に
十
分
努
力
さ
れ
る

と
共
に
、
せ
り
市
が

よ
く
運
営
さ
れ
る
よ

う
御
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

湧
水
を
利
用
し
た

水
道
ぱ
町
内
各
所
に

あ
り
ま
ず
が
、
今
ま

で
の
竹
の
樋
で
は
長

持
ち
せ
す
、
水
も
り

や
、
故
障
も
多
い
で

す
が
、
こ
れ
を
ビ
ニ
ー
ル
パ
イ
プ
に
と

り
か
え
る
と
耐
用
年
数
も
長
ぐ
水
モ
リ

故
随
も
少
ぐ
非
常
に
便
利
て
す

た
“

い
ヰ

堤
協

c
け
こ
の
資
材

’

の
あ
つ
せ
ん
1
事
の
御
相
談
に

応
じ
て
い
よ
す
か
ら
御
利
用
ド

　
ヘ
ヘ
　
ロ

示
ほ
δ
く
簡
単
．
．
個
人

一
や
・
部
抱
の
手
で
や
れ
、
職
員

嘉
手
伝
い
§
．
㊨
よ
う
に
し

・

て
お
り
、
一
般
某
者
に
く
ら
べ

経
鍛
も
非
常
に
安
く
つ
き
・
」
す

　
v
わ
し
い
こ
と
は
当
農
協
に

直
接
御
簡
合
せ
下
さ
い
。
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